人工心肺を用いない冠動脈バイパス術（Off-punp Coronary artery bypass grafting : OPCAB）における硬膜外麻酔併用による心房細動の抑制効果の検討 by 菊池 祐二郎 et al.
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　　　　第27回医科学フォーラム
The　27‘h　Medical　Science　Forum　（MSF）
松本哲哉1）　大久保ゆかり2）
Tetsuya　MATSUMOTO’），　Yukari　OKUBO2）
オーガナイザー
’）東京医科大噺姓物学講座
2）東京医科大学皮膚科学講座
　第27回医科学フォーラムは6月差l日（木）に東京
医科大学病院臨床講堂において開催された。今回は
「組換えビフィズス菌を用いた固形癌の腫瘍選択的治
療」をメインテーマとして、信州大学大学院医学系研
究科の谷口俊一郎教授と東京医科大学茨城医療セン
ター乳腺科の藤森　実教授にご講演いただいた。本研
究は細菌を血管内に注入して癌治療に応用するとい
う画期的な内容であり、多くの方々の注目を集める内
容になると期待され、オーガナイザーとして企画させ
ていただいた。
　谷口先生がお話しされた基礎的検討の部分では、30
年来の先生のご研究を振り返りながら、癌研究に入ら
れたきっかけやビフィズス菌を利用することを思い
ついた経緯、さらにはビフィズス菌を静注して治療に
用いるという突拍子もない研究に当時は相当な反発
を受けたというお話をお聞きかせいただきながら、聴
衆はそのユニークな発想に皆驚き、先生のお話に引き
込まれていった。谷口先生から説得力のあるデータを
お示しいただきながら、ビフィズス菌による癌治療も
あながち荒唐無稽ではない、という認識を持つように
なった。そうなると臨床での応用は可能なのかという
点に興味が向けられ、藤森先生のご講演に引き継がれ
た。藤森先生は動物実験では十分な成果を示せたとし
ても臨床での応用にはいくつものハードルを超えな
ければいけないこと、特に国内では治験の実施は難し
く海外での治験を模索されるようになった経緯など
をご説明された。幸い米国の大学の協力を得ることが
でき、臨床での検討が現実的になっている状況につい
てご報告していただいた。お二人の先生方のご講演を
拝聴して、研究に対する真摯な姿勢に感銘するととも
に、この治療法が現実に利用できるようになって多く
の癌患者がその恩恵を受けることができる日が来る
ことに期待が寄せられた。
　当日は院内での会議や行事が重なっていたにもか
かわらず60名を超える方々にご参加いただき、懇親
会でも広く意見交換ができ盛会のうちに会を終了す
ることができた。最後にご協力いただいた本フォーラ
ムの関係者の方々に篤く御礼を申し上げます。
　　　（文責：微生物学講座・感染制御部　松本哲哉）
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